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＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞ 
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量と測定

図形

数量関係

数と計算

奈良県（公立）

全国（公立）

＜国語＞ 

国語Ａでは、伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項の領域については、全国平均を上回

っているが、それ以外の領域では、全国平均を下回っている。また、国語Ｂでは、書くことの領

域で 3.7ポイント、読むことの領域で 2.8ポイント全国平均を下回っている。 

＜算数＞ 

 算数Ａでは、数量関係の領域で全国平均を下回っているが、それ以外の領域では、全国平均を

上回っている。また、算数Ｂでは、数量関係の領域で 1.1ポイント全国平均を下回っている。 
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          小学校国語 A 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校国語Ｂ 

問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

     

  ☆最も正答率の高い問題          ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号     １二(１)           設問番号      ２一 

奈良県正答率   ９８．３％       奈良県正答率   ５４．１％ 

全国正答率    ９７．８％        全国正答率    ５５．８％ 

学習指導要領の領域等           学習指導要領の領域等 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項     伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

 評価の観点                評価の観点 

  言語についての                言語についての 

知識・理解・技能                   知識・理解・技能 

問題形式                 問題形式 

 短答式                   選択式 

      

 

 

  

 

    

  

漢字の読み書きについてはおおむね理解することができている。文章を読んで、文と文の意味

のつながりを理解すること、内容を的確につかむことに課題がある。 

 

 話すこと・聞くこと   書くこと   読むこと   伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

☆ 

◆ 

（％） 
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小学校国語Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

 

     

 ☆最も正答率の高い問題        ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号      ３一(１)            設問番号      ２二  

奈良県正答率   ７８．４％     奈良県正答率   ２４．９％ 

全国正答率    ８０．４％     全国正答率    ２６．９％ 

学習指導要領の領域等          学習指導要領の領域等  書くこと、読むこと 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項  評価の観点 国語への関心・意欲・態度 

読むこと                      書く能力、読む能力 

  評価の観点              問題形式     記述式 

 読む能力 

  言語についての 

  知識・理解・技能 

問題形式                

   選択式 

 

 

 

 

 

 

  
目的に応じて話合いの観点を整理し、表現の工夫をとらえることはできているが、分かった

ことや疑問に思ったことを整理し、関連付けながらまとめて書くことに課題がある。 

 

☆ 

◆ 

話すこと・聞くこと   書くこと   読むこと   伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

（％） 
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問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆最も正答率の高い問題       ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号     １(１)           設問番号      ６ 

奈良県正答率   ９７．１％    奈良県正答率   ５４．４％ 

全国正答率    ９６．９％    全国正答率    ５２．０％ 

学習指導要領の領域         学習指導要領の領域 

数と計算               図形  

問題形式   短答式        問題形式   選択式 
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小学校算数Ａ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作図の操作と図形の性質を関連付けて作図の意味を理解できるようにすることに課題

がある。整数、小数、分数の四則計算をすること、特に計算の順序についてきまりなどを

理解することなどに、改善の状況が見られる。 

数と計算   量と測定   図形   数量関係 

◆ 

☆ （％） 
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問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆最も正答率の高い問題       ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号      １(１)            設問番号      ３(３) 

奈良県正答率   ９５．０％    奈良県正答率   ２９．２％ 

全国正答率    ９４．６％    全国正答率    ３０．６％ 

学習指導要領の領域          学習指導要領の領域 

       数と計算              量と測定 

問題形式   選択式         問題形式   記述式 
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小学校算数 B 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

示された場面から計算の結果の見通しをもち、 

(２位数)×(１位数)筆算をすることは相当数の児童ができている。必要な量と残りの量の大小を

判断し、その理由を言葉と数を用いて記述することに課題がある。 

数と計算   量と測定   図形   数量関係 

（％） 

◆ 

☆ 
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＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞ 

中学校国語Ａ            中学校国語Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中学校数学Ａ            中学校数学Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜国語＞ 

国語Ａでは、読むことの領域については、全国平均同値であるが、それ以外の領域では、全国

平均を下回っている。また、国語Ｂでは、書くことの領域で 1.7 ポイント、読むことの領域で

0.6 ポイント全国平均を下回っている。 

＜数学＞ 

 数学Ａでは、全ての領域で全国平均を上回っている。資料の活用の領域では、全国平均を 2.3

ポイント上回っている。また、数学Ｂでは、数と式、図形の領域で全国平均を上回っているが、

関数、資料の活用の領域で全国平均を下回っている。 
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中学校国語Ａ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題別県平均正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

 

  

☆最も正答率の高い問題       ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号     ８三イ         設問番号      ６一 

奈良県正答率   ９６．１％    奈良県正答率   ５１．７％ 

全国正答率    ９６．２％    全国正答率    ５４．３％ 

学習指導要領の           学習指導要領の領域等 

領域等               話すこと・聞くこと  

伝統定な言語文化と             評価の観点  話す・聞く能力 

国語の特質に関する             問題形式   短答式  

事項               

評価の観点              

言語についての 

理解・知識・技能 

問題形式  

 選択式           

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「読むこと」に関する基礎的な内容については、相当数の生徒が理解することが

できているが、例えば、二人の発言から意見の相違点を整理することや、辞書を活

用して語句の意味を適切に書くことに課題がある。 

話すこと・聞くこと   書くこと   読むこと   伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

（％） 
☆ 

◆ 
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中学校国語Ｂ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

   

  

 ☆最も正答率の高い問題        ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号     １一             設問番号      ２三  

奈良県正答率    ６７．９％    奈良県正答率     ２６．２％ 

全国正答率    ６５．３％     全国正答率     ２８．４％  

学習指導要領の領域等        学習指導要領の領域等 

  伝統的な言語文化と               書くこと、読むこと 

国語の特質に関する             評価の観点 

事項                国語への関心・意欲・態度 

評価の観点                     書く能力、読む能力 

  言語についての                 問題形式  記述式 

知識・理解・技能  

問題形式  

   選択式 

 

 

 

 

  
文章を読んで必要な情報をとらえることについては、相当数の生徒ができている。資料から

情報を得て、事柄が明確に伝わるように書くことに課題がある。記述式の設問について、正答

率がやや低く無解答率も高くなる傾向がある。 

 

（％） 

話すこと・聞くこと   書くこと   読むこと   伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

☆ 

◆ 
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中学校数学Ａ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆最も正答率の高い問題       ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号  ４(１)                 設問番号   ９ 

奈良県正答率   ９４．１％    奈良県正答率   ３６．０％ 

全国正答率    ９３．８％    全国正答率    ３５．８％ 

学習指導要領の領域         学習指導要領の領域 

図形                  関数 

問題形式   短答式        問題形式    短答式 

 

 

 

  

「関数」の領域の設問に対する正答率が低い。特に、関数の意味の理解に課題がある。

関数関係を見いだしたり、関数を判断したりする活動を重視する必要がある。 

 

   

数と式    図形    関数     数量関係 

◆ 

（％） 
☆ 
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中学校数学Ｂ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆最も正答率の高い問題        ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号     １(２)            設問番号      ４(２) 

奈良県正答率   ９３．０％     奈良県正答率   ２６．３％ 

全国正答率    ９２．８％     全国正答率    ２３．３％ 

学習指導要領の領域          学習指導要領の領域 

図形                  図形 

問題形式   選択式             問題形式    短答式 

 

 

 

 

 

 

  

数学的に記述したり、説明したりする問題では、いずれも正答率が低い。付加された条件

の下で証明を振り返って考え、証明の過程で見いだした事柄や証明された事柄を用いること

に課題がある。 

 

数と式     図形    関数     数量関係 
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本県の子どもが何も書けなかった問題 

小学校国語Ｂ  学習指導要領の領域等  書くこと、読むこと 

３三  二つの詩を比べて読み、自分の考えを書く 

無解答率  奈良県 ３２．８％  全国 ２６．０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校算数Ｂ  学習指導要領の領域  数と計算、数量関係 

     ５（３）  示された情報を整理し、筋道を立てて考え、小数倍の長さの求め方を記述 

できる 

 無解答率  奈良県 １３．６％   

全国 １３．１％ 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題Ｂで無解答率が

高いもの 
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中学校国語Ｂ  学習指導要領の領域等  伝統的な言語文化と国語の特質に

関する事項 

１一  文脈に即して正しい漢字を書く 

無解答率 奈良県 １２．４％  全国 １２．３％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校数学Ｂ  学習指導要領の領域  関数 

 ３（２）  事象を理想化・単純化して問題解決した結果を解釈し、数量の関係を数学

的に説明することができる。 

  無解答率 奈良県 ３１．１％  

 全国 ３０．１％ 
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（％） 
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（％） 

本県の子どもが何も書けなかった問題 


